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エプソンが取り組むべき重要テーマ（マテリアリティ）の実効性を高めるため、具体的な取り組みテーマ（サステナビリティ重要テーマ）およびKPI（推進目標・指標）を設定
することで、価値創造ストーリーの先のアウトカム／インパクトである経済価値の創出と社会課題の解決に確実に取り組んでいます。

本章では、事業成長に向けた現在地を示す定量的な情報として「業績ハイライト→P.31-32」と、将来の成長ストーリー「価値創造戦略→P.33-40」を紹介します。
将来の成長ストーリーでは、サステナビリティ重要テーマとKPIを軸に「機会とリスク」「成長戦略」「KPIの達成につながる具体的な取り組み事例」を四つ紹介します。

価値創造基盤
（→取り組みの詳細は、P.41-56参照）

価値創造戦略

マテリアリティの実効性を高めるため、
サステナビリティ重要テーマを定めて取り組む アウトカム／インパクト

事業成長

社会課題
解決

商業・産業
プリンティング
イノベーション

マニュファク
チャリング

イノベーション

オフィス・ホーム
プリンティング
イノベーション

ビジュアル
イノベーション

ライフスタイル
イノベーション

マイクロ
デバイス

社
会
課
題

エプソンが取り組む
マテリアリティ
　 

 循環型経済の牽引

　 

 産業構造の革新

　 

生活の質向上

 

社会的責任の遂行 

価値創造戦略 社会課題の解決と同時に経済価値を創出する事業の成長ストーリー

オフィス・ホームプリンティングイノベーション

商業・産業プリンティングイノベーション

マニュファクチャリングイノベーション

ビジュアルイノベーション

ライフスタイルイノベーション

マイクロデバイス

インクジェット技術・紙再生技術とオープンなソリューションにより、
環境負荷低減・生産性向上を実現し、分散化に対応した印刷の進化を主導する

インクジェット技術と多様なソリューションにより、印刷のデジタル化を主導し、
環境負荷低減・生産性向上を実現する

環境負荷に配慮した「生産性・柔軟性が高い生産システム」を共創し、ものづくりを革新する

感動の映像体験と快適なビジュアルコミュニケーションで人・モノ・情報・サービスをつなぎ、
「学び・働き・暮らし」を支援する

匠の技能、センシング技術を活用したソリューションを共創し、
お客様の多様なライフスタイルを彩る

「省・小・精の技術」を極めた水晶・半導体ソリューションにより、
スマート化する社会の実現に貢献する

インクジェット
プリンターで
消費電力と
廃棄物を削減

顧客要望に
応じた多様な
デザイン

快適なコミュニケー
ションで働く場所・
働き方の選択が
できる

世界中の
あらゆる場所で
質の高い
学びを可能に

■イノベーション戦略（Epson 25 Renewed）

Epson 25 Renewed（2021年3月発表）の社会課題やお客様価値の視点で設定したイノベーション戦略に基づき、目指す姿の実現に向けた取り組みと事業運営を行っています。

目指す姿

遠隔モニタリング
と高度な色合わせ
で生産も保守も
効率的に

材料・輸送・
スペースの無駄
を省き環境
負荷低減

単純労働を
自動化し、
人手不足を
解消

３D
プリンター

小型
射出成形機

＊イラストは、イノベーション戦略における目指す姿のイメージの一部です。

29



INDEX

エプソン
統合レポート 2023 CEOメッセージ パーパス ビジョンの進捗introduction サステナビリティ

経営と財務戦略 価値創造戦略 価値創造基盤 ガバナンスの強化 ファクトデータ価値創造戦略

オフィス・ホームプリンティングイノベーション

商業・産業プリンティングイノベーション

マニュファクチャリングイノベーション

ビジュアルイノベーション

ライフスタイルイノベーション

マイクロデバイス

インクジェット技術・紙再生技術とオープンなソリューションにより、
環境負荷低減・生産性向上を実現し、分散化に対応した印刷の進化を主導する

インクジェット技術と多様なソリューションにより、印刷のデジタル化を主導し、
環境負荷低減・生産性向上を実現する

環境負荷に配慮した「生産性・柔軟性が高い生産システム」を共創し、ものづくりを革新する

感動の映像体験と快適なビジュアルコミュニケーションで人・モノ・情報・サービスをつなぎ、
「学び・働き・暮らし」を支援する

匠の技能、センシング技術を活用したソリューションを共創し、
お客様の多様なライフスタイルを彩る

「省・小・精の技術」を極めた水晶・半導体ソリューションにより、
スマート化する社会の実現に貢献する

インクジェット
プリンターで
消費電力と
廃棄物を削減

顧客要望に
応じた多様な
デザイン

快適なコミュニケー
ションで働く場所・
働き方の選択が
できる

世界中の
あらゆる場所で
質の高い
学びを可能に

■イノベーション戦略（Epson 25 Renewed）

Epson 25 Renewed（2021年3月発表）の社会課題やお客様価値の視点で設定したイノベーション戦略に基づき、目指す姿の実現に向けた取り組みと事業運営を行っています。

目指す姿

遠隔モニタリング
と高度な色合わせ
で生産も保守も
効率的に

材料・輸送・
スペースの無駄
を省き環境
負荷低減

単純労働を
自動化し、
人手不足を
解消

３D
プリンター

小型
射出成形機

＊イラストは、イノベーション戦略における目指す姿のイメージの一部です。
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プリンティングソリューションズ

業績推移

業績推移

売上収益

売上収益

セグメント利益・セグメント利益率

事業利益・事業利益率

overview
9,023億円
売上収益

893億円
セグメント利益

オフィス・ホームプリンティング
商業・産業プリンティング

オフィス・ホームプリンティング
● 下期に供給制約が改善し、大容量インクタンクモデルの販売が伸長
● インクは、インクカートリッジで在宅印刷需要の平常化が進み減少
　したものの、本体市場稼働台数の増加に伴い大容量インクボトルと
　オフィス共有インクは増加
● 部材費・物流費高騰によるコスト増加

商業・産業プリンティング
● 完成品は、COVID-19影響による一部商品の投入遅延などで販売
　 伸長は限定的
● プリントヘッド外販ビジネスは、中国市場を中心に伸長
● 小型プリンターは供給制約が改善

443億円
研究開発費

783億円
設備投資

1兆3,415億円
総資産

79,906人
連結従業員数

研究開発費

設備投資セグメント資産

連結従業員数

161億円

474億円6,062億円

54,496人

経営資源・事業活動データ（2022年度）

経営資源・事業活動データ（2022年度）
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（年度） （年度）

（年度） （年度）

事業利益 事業利益率

セグメント利益率* 2021年度よりセグメント区分を変更したため、2020年度の金額は2021年度のセグメント
  情報の測定方法で再計算して表示

エプソンは「プリンティングソリューションズ事業」「ビジュアル
コミュニケーション事業」「マニュファクチャリング関連・ウエア
ラブル事業」の三つのセグメントで事業展開を行っています。
イノベーション戦略の実行および、事業ポートフォリオ管理による
効率的な資金循環により収益性を確保しながら将来の持続的な
成長を目指しています。

業績ハイライト（2022年度）

1兆3,303億円
売上収益

951億円
事業利益

セグメント利益
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セグメント利益・セグメント利益率

マニュファクチャリング関連・ウエアラブル

ビジュアルコミュニケーション

業績推移

業績推移

overview

2,154億円
売上収益

283億円
セグメント利益

マニュファクチャリングソリューションズ
ウエアラブル機器
マイクロデバイス 他
PC

● マニュファクチャリングソリューションズは、下期に中国市場での
　事業環境変化の影響を受ける
● ウエアラブル機器は、国内はインバウンド需要が回復傾向にある
　ものの、海外市場が軟調
● マイクロデバイス他は、価格対応のプラス影響により下期に民生
　機器向けの需要に弱い動きが見られたものの増収

overview

2,168億円
売上収益

348億円
セグメント利益

ビジュアルコミュニケーション

● 教育系を中心にCOVID-19影響から回復
● 供給制約改善により販売数量伸長、モデルミックス改善・価格対応に
　より増収
● 従来進めてきた固定費抑制の効果があり、収益性の高い事業に変化

経営資源・事業活動データ（2022年度）
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57億円

73億円1,557億円

10,106人

70億円

149億円1,734億円

11,362人

売上収益

売上収益 セグメント利益・セグメント利益率

研究開発費

設備投資セグメント資産

連結従業員数

研究開発費

設備投資セグメント資産

連結従業員数

* 2021年度よりセグメント区分を変更したため、2020年度の金額は2021年度のセグメント
  情報の測定方法で再計算して表示
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（年度） （年度）

業績ハイライト（2022年度）

セグメント利益 セグメント利益率

セグメント利益 セグメント利益率

経営資源・事業活動データ（2022年度）
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マテリアリティ ：

循環型経済の牽引
サステナビリティ重要テーマ ：

お客様のもとでの環境負荷低減

環境意識の高まりから、ペーパーレス化が進み、印刷需要は減少傾向にあると想定しています。また、
オフィスの分散化やエネルギー価格・部材費・人件費高騰に伴い、印刷にかかる消費電力、メンテナンス
コストなどもお客様の負担増になるリスクがあります。
一方で、エプソンのインクジェット複合機は、現在オフィスで主流となっているレーザープリンターに
比べ、環境や交換部品が少ないなど利便性の面で強みがあります。ワールドワイド（WW）のオフィス・
コンシューマーのプリント市場（インクジェット＋レーザー）は、COVID-19感染拡大前である2019年度
時点で、ユーザー購入金額ベース（サービス含む）で10兆円を超える規模と想定しており、このうち
約８割をオフィス向けのレーザープリンターが占めていると想定しています。こうした中、当社のオフィス
市場でのプレゼンス（シェア）は台数ベースで未だ約1～2%に過ぎず、当社にとって未踏の市場機会が
十分にあると考えています。

■機会とリスク

■成長戦路
エプソンのインクジェットプリンターは、インク吐出に熱を使わない「Heat-Free Technology」に

よる電力消費の抑制に加えて、シンプルな構造による定期交換部品やメンテナンス頻度の少なさ、
大容量インクタンクによる消耗品交換頻度の少なさなど、環境負荷の低減につながる多くの特長が
あります。これらは「Epson 25 Renewed」で掲げる環境への貢献を実現する上でカギとなります。
地球全体の課題である環境問題への取り組みにさらに貢献するため、カギとなるエプソン独自の
提供価値を備えたプリンターのラインアップの拡大や、私たちのインクジェット技術の環境負荷低減に
おける優位性を伝える活動を継続し、レーザープリンターからインクジェットプリンターへのテクノ
ロジーシフトの実現に取り組んでいきます。　

また、一人ひとりのお客様の困り事を理解し、これを解決することで末永くエプソン商品を使い続け
ていただけるよう取り組んでいきます。例えば、ニーズに合わせ、枚数に応じた月額料金や初期導入
コストを抑えた個人向けサブスクリプション型サービスReadyPrintを、より多くのお客様にご利用
いただけるよう、提供地域の拡大に取り組みます。
インクジェット技術とオープンなソリューションにより、環境負荷低減・生産性向上を実現し、分散化
に対応した印刷の進化を主導していきます。

環境負荷低減に資する商品・サービスによる削減貢献量の最大化*

-KPI（評価指標）

取り組み
テーマ

* オフィス・ホームIJP台数÷ WWプリンター市場台数（IJP+レーザー）

■ WW
　 プリンター市場

■ エプソン
　 オフィス・ホーム
　 IJPの市場シェア * 17.2%

2020年度

20.2%

2021年度

19.9%

2022年度

2020年度 2021年度 2022年度
出典 ：
IDC Worldwide Quarterly Hardcopy Peripherals Tracker 2022Q3
Share by Brand, Color Laser 69ppm以下、Mono Laser 90ppm以下
プリンターには複合機を含む。本資料からの転載を禁止します
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85,156

26,791
32%

57,657
68%

84,448

■■ インクジェット
■■ レーザー

オフィス・ホーム
プリンティング事業

■ WWプリンター市場に占めるエプソンのシェア

* 商品・サービスが社会のGHG排出量の削減に資する量を定量化したもの

価値創造戦略
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管理工数の削減
圧倒的な環境性能により消費電力の削減にも貢献

インクジェット複合機はシンプルな構造のためメンテナンスのための定期的な
部品交換の回数が少なく、大容量インク搭載でインク交換頻度が削減できる点が調達
の方針と合致しました。消耗品の自動配送により発注の事務にかかる時間を削減で
きる点もわれわれの要望をかなえており、満足しています。各部署で調達していた
プリンターやFAX機、消耗品にかかる費用や人工も削減できるようになりありが
たいです。
印字プロセスで熱を使わないインクジェットだからこそできる消費電力削減も

ポイントになりました。これまで庁舎内で稼働していたレーザープリンターは消費
電力が1kWを超えるのが当然でしたが、
PXシリーズは100W以下で稼働できる
ことを知り大変驚きました。庁舎管理を
行っている立場から日々の消費電力
削減の意識は高く、今回の調達では環境
面の性能も選定の評価ポイントとしま
した。エプソンのスマートチャージ導入後、
これまでに比べ大幅に電力の削減ができ
たことは日々環境性能を重視した調達
を行っている田原本町の方針に沿った
ものとなりました。

エプソンのスマートチャージ
高速ラインインクジェットプリンター/A3インクジェット複合機を導入

田原本町役場 様
エプソンのオフィス向けインクジェット複合機に、A3複合機/プリンターの中速機種となる新製品
WorkForce Enterprise LMシリーズ3機種をラインアップしました。これにより、エプソンのオフィス
向けインクジェット複合機/プリンター商品は、低速モデルから高速モデルまでがそろい、お客様への
提案の幅が大きく広がりました。
レーザープリンターから新商品「LMシリーズ」に換えることで、消費電力量、CO₂排出量を62～
66%*1削減することが可能です。稼働時の消費電力だけでなく、待機時も含めたトータルの消費電力
量を示すTEC値も低く、国際エネルギースタープログラムにも適合しています。一般的なオフィス向け
のレーザー方式と比べて低消費電力化を実現することで、お客様の環境負荷低減を後押しし、脱炭素
社会の実現に貢献します。業務における生産性の向上や、人々の働き方が大きく変わり始めている
昨今の情勢を捉えたお客様のもとでの環境負荷低減に資する商品・サービスの提供を広く訴求し、
循環型経済を牽引していきます。

本事例が寄与する社会課題解決
脱炭素、資源循環

■KPIの達成につながるオフィス・ホームプリンティングイノベーション事例

オフィス向けラインインクジェット複合機のラインアップを大幅に拡充し、
脱炭素社会の実現を加速させる

*1 「LMシリーズ」各機種のTEC値とENERGY 
STAR® 画像機器基準Version3.0にて定めら
れたTEC基準値（40ppm機のTEC基準値）
で比較した場合の削減比率。詳しくはこちらを
ご覧ください

*2 CO₂排出量は、環境省の「算定・報告・公表制
度における算定方法・排出係数一覧」に掲載
の算定方法（電気使用量×単位使用量当たり
の排出量）を用い、「令和3年提出用」に掲載
の係数（代替値0.000470t-CO₂/kWh）を
使用し算出

30
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0
レーザープリンター LM-C6000 LM-C5000 LM-C4000

「LMシリーズ」に置き換えると

62～66％削減 *2

（40ppm機 TEC 基準値）
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間
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社会へのインパクト

価値創造戦略

■ 年間 CO₂排出量 *2

田原本町会計課
上柿 好永 様
※記載の所属は取材時2022年11月時点のものです。
　導入時は総務課に所属。

ラインインクジェット
複合機
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商業・産業印刷の生産現場では、消費者ニーズの多様化に加え、環境への配慮、近消費地生産による
印刷現場の分散化、エネルギー価格・部材費・人件費などのコストへの対応などが求められています。
また、印刷現場の分散化に伴い、お客様の利用シーンや商品の使われる場所が変化し、おのずと解決
しなければならないコストやセキュリティー面などでの困り事も変化します。利用シーン全体で困り事を
広く捉え、お客様のビジネス拡大に役立つソリューションを提供することが機会になると考えています。
リスクとしては、商業・産業向けの大型印刷設備の購入意欲や、投資は景気動向の影響を受け
やすい点、導入先のお客様の業務への深い理解・知識が不可欠という点が挙げられます。

■機会とリスク

インクジェット技術と多様なソリューションにより、
印刷のデジタル化を主導し、環境負荷低減・生産性向上を実現する

商業・産業向けのインクジェットプリンター平均売上伸長率（対前年）
【2023年度目標値】 10％

KPI
（評価指標）

取り組み
テーマ

マテリアリティ ：

産業構造の革新
サステナビリティ重要テーマ ：

デジタル化・自動化による生産性向上

■成長戦路
エプソンのインクジェットデジタル印刷は、独自のマイクロピエゾ技術により、精細なグラデーション
や微妙な色調の再現が可能で、デザインの可能性を広げます。また、デジタル印刷は、従来のアナログ
印刷と比較して生産工程を大幅に短縮できるため、多品種少量の商品を短納期で効率良く、低コスト
で生産することが可能です。
これらの強みを活かしたインクジェット技術のプラットフォームを幅広い商品・サービスで展開する
ことで、多様な消費者ニーズ、環境負荷低減、高生産性、分散化などの課題を解決していきます。
特に商業・産業向けのプリンターを使用する生産現場のニーズとして高い「生産拠点間での生産の

ばらつきを無くす正確な色合わせと稼働管理」「作業者のスキルに依存しない保守サービス」に応える
ため、エプソンでは2020年から分散印刷を支援するソリューションEpson Cloud Solution PORT
を提供しています。これは、複数拠点に分散して設置されているプリンターの稼働情報や、エラー状態
などを一括してタイムリーに把握できる遠隔モニタリングソリューションです。提供開始以来、

エプソン独自のカラーマネジメント技術Color Control Technologyや生産工程管理機能を追加
するなど、よりお客様のビジネス拡大のお役に立てることを目指し、提供サービスの拡充や使い勝手
の改善に順次取り組んでいます。
お客様の環境負荷低減・生産性向上に寄与する商品と、それを誰もがより簡単に扱えるソリュー

ションを組み合わせて提供することで、継続した成長を目指します。

価値創造戦略

商業・産業
プリンティング事業

* 横幅：市場規模（金額ベース）2022年度ジャンル別のアナログ市場+デジタル市場（本体＋インク金額）エプソン調べ

■ 商業・産業プリンティング市場規模（2022年度）
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商業・産業プリンティングイノベーションでファッションの進化に貢献する活動の一環として、エプソン
ではファッションデザイナーやファッションスクールの学生との共創を強化しています。
エプソンはファッションデザイナー中里唯馬氏が主宰するYUIMA NAKAZATOと、ファッション
業界の変革を目指すパートナーシップを2022年に締結し、共創活動を開始しています。衣服の生産工程
における環境負荷の低減、大量に同じデザインを供給する従来の方法から、一人ひとり異なる個性を
尊重した多様なデザインを提供できる最適な生産形態の実装、さらにそれらを実現する、未来に向けた
テクノロジーの開発や研究を共に進めています。

また有名デザイナーとの共創はワールドワイドでも取り組みを進めており、韓国のトップファッション
デザイナーのLie Sang Bong氏（李相奉）とのコラボレーションも2022年から展開し、デジタル捺染を
活用し環境負荷低減への貢献とLie氏のイマジネーションを表現するというコンセプトでファッション
ショーを開催しました。

■KPIの達成につながる商業・産業プリンティングイノベーション事例

ファッションデザイナーとの共創で、テキスタイル市場のデジタル化を加速させる
テクノロジーの開発・研究を進める

本事例が寄与する社会課題解決
資源循環、分散化など

社会へのインパクト

自分の創造した色が思い通りに出せる

文化服装学院とエプソンは、2022年より「エプソンとつくる、デジタルで創造
するファッション」プロジェクトを開始しました。これは、デジタル捺染プリンター
Monna Lisaの顔料インクによる印刷を使って卒業衣装制作に取り組むプロジェクト
です。デジタル捺染プリンターを使用した感想として、CGの柄や、デザインした色
がイメージ通りに印刷できたことにとても感動しました。アナログ印刷では印刷に
おける工程が多く、時間と費用の都合から納得するまで印刷を繰り返すということ
は難しいです。これまで諦めていたことが、効率的に、そして低環境負荷で行えると
いうのは、クリエイターとして非常にうれしいことです。環境配慮を優先し、ファッ
ションで表現する楽しさを諦めるのではなく、両立を目指した画期的なソリューション
の提供にこれからも期待しています。

文化服装学院 様

©Luca Tombolini

価値創造戦略
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少子高齢化などを背景とした世界的な労働力不足を補うため、ロボットやAIを用いた自動化が進ん
でいます。加えて、「労働環境の改善」や「ものづくりのレジリエンス強化」といった生産現場がこれまで
抱えて来た本質的な課題を解決するためにも、生産システムを革新させる必要性を多くの企業や組織
で感じられており、自動化分野は確実な市場成長を見込んでいます（スカラロボット・小型6軸ロボット
市場規模参照）。自動化のご相談をいただくお客様の業種・業界は非常に多様化してきています。
さまざまな困り事を解決する手段を拡充し、社会課題の解決に貢献します。
一方で、自動化需要の高まりに伴い、自動化設備を提供する業界の競争の激化による顧客の流動や
市場価格の引き下げもリスクになると捉えています。さらには、設備の設計や設備製造・立ち上げ
といった自動化技術に関わる人材の確保も難しくなってきており、今後の成長の阻害要因になると
考えています。

ロボットを用いた自動化による労働力不足の解消

労働力不足解消数*1
【2023年度目標値】 28,000人

KPI
（評価指標）

取り組み
テーマ

■機会とリスク

*1 エプソン社内プロジェクトの効果ベースで換算

* 外部データを元にエプソン推計 *3 computer、communication（スマホ等）、consumer electronics（家電製品）の略

■ スカラロボット・小型6軸ロボット市場規模

マテリアリティ ：

産業構造の革新
サステナビリティ重要テーマ ：

労働環境・教育環境の改善

■成長戦路
エプソンは、スカラロボット世界No.1*2のシェアを獲得しています。その源泉は、ロボットの高速・高
精度な性能や、多様なニーズに対応できる高機能なプログラミングソフトに加え、幅広いラインアップ
にあります。お客様ニーズへの迅速な対応には、共通コア部品の充実とラインアップを柔軟に広げられる
仕組みが必要です。エプソンではこれを「次世代プラットフォーム」とし、集中的に開発投資を行って
きました。2024年より、この次世代プラットフォームを用いた新商品を順次発売していきます。
加えて、自動化が初めてで、ソフトウェア開発経験のないお客様にも使いやすいプログラム開発ソフト

ウェア「RC+Express Edition」を合わせて提供することで、お客様の導入障壁を下げます。
一方、工場の自動化を進めるお客様の期待は、単なるロボットの導入ではなく、「ものづくり現場の

変革」にあります。エプソンでは、自社のウオッチやプリントヘッドを代表とする精密組立工場で培って
きた高効率・高歩留まりな自動生産ライン構築のノウハウがあります。これを活かし、お客様の困り事を
解決する自動化の構想・導入サポートも行っています。より多様な業種・業界の自動化をサポートするた
め、ロボットや周辺機器を活用した装置を開発する装置設計者や工機人材、お客様の困り事に対する
解決手段を提案できる人材を一層強化し、旺盛な自動化需要を確実に捉え、事業成長を目指します。
取り組みの成果として、社会課題である労働力不足の解消に貢献していきます。
*2 産業用スカラロボットの2022年の金額および数量ベースの出荷実績において（株式会社富士経済『2023年版ワールドワイドロボット関連市場
の現状と将来展望』調べ）

6軸ロボット

価値創造戦略

マニュファクチャリング
ソリューションズ事業

■ 自動車
■ 3C*3/電子デバイス

■ 食品、衣料品、化粧品
■ その他・物流

小型・精密組み立てが要求される
分野であり、エプソンのロボット
導入が期待される分野

スカラロボット

2022年度実績 2025年度想定 2030年度想定

（万台）
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本事例が寄与する社会課題解決
労働人口減少への対応、労働環境の改善

エプソンは、経済産業省が推進する「革新的ロボット研究開発等基盤構築事業」、および、農林
水産省が推進する「スマート食品産業実証事業」に採択された、一般社団法人日本惣菜協会（会長：
平井浩一郎、以下 日本惣菜協会）と共に、31社からなる企業チームの一員として事業に参画し、惣菜
製造に最適化した『惣菜製造ロボット』の実用化に成功しました（2023年）。
食品製造分野の中でも、特に惣菜・お弁当などの中食の盛り付け工程は、多くの人手が掛かっており、
人手不足への対応、労働生産性向上、工場での三密（密閉・密集・密接）回避のためには、盛り付け工程
を自動化し無人化・省人化を目指すことが、社会課題となっています。また、惣菜製造業の多くが中小
企業であり、より廉価なシステムが求められています。
エプソンは、産業用スカラロボットトップシェア*2の実績を生かしながら、惣菜製造業が導入しやすい
ロボットシステムの開発を、日本惣菜協会をはじめ事業に参画した各社と連携し、推進してきました。
今回実用化した『惣菜製造ロボット』には、エプソンの「T3-B」を採用することで、施策検討で用いてきた
モデルと比較してコスト約30%低減、設置面積約70%低減を実現しました。またハンドおよびその制御
技術改良も行うことで、多品種の各種惣菜盛り付けや、高速での弁当食材盛り付け、さらには容器のふ
た閉めや製品の番重搬送など、より多くの工程でロボットを活用いただけるようになりました。

惣菜製造のロボット化による人手不足の解消

慢性的な人手不足に直面する惣菜製造企業では機械化が強く望まれています
が、資金的、技術的な制約で機械化が進まない状況にあります。これを打破する
ため、「人手不足のない世界を創造する」という志の下、経産省が推進するロボット
フレンドリーの考えと日本惣菜協会が推進する新しい合本主義を基とし、惣菜
製造の機械化を国家プロジェクトとして進めており、これまで実現が困難で
あったさまざまなロボットシステムを開発、現場導入しています。これらロボット
システム全てにエプソンのスカラロボットを活用させていただいており、昨年度の
プロジェクトにおいては、新規開発の６種のロボットシステムを１０社の惣菜製造
企業の現場に導入、これまで不可能であった惣菜製造の機械化が実現し始めて
います。これからこれらロボットシステムを人手不足で困られている多くの惣菜製
造企業に導入拡大し、人手不足のない世界を実現していきたく思います。

一般社団法人日本惣菜協会 様

ロボットフレンドリーな環境構築で、惣菜工場へのロボットシステム導入を推進

一般社団法人日本惣菜協会
AI・ロボット推進イノベーション担当フェロー
荻野 武 様

社会へのインパクト

「T3-B」を採用した惣菜盛り付けロボットシステム

■KPIの達成につながるマニュファクチャリングイノベーション事例

価値創造戦略

T3-B
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昨年からの経済回復に向けた観光・大規模エンターテインメント投資の高まりや、映像ストリーミング
サービスの普及に伴う家庭での大画面視聴需要は、引き続き堅調に推移しています。
また、COVID-19を契機として、リアルとオンラインを組み合わせたハイブリッドな環境が人々の
暮らしに浸透・定着したことに伴って働き方の柔軟性が高まる一方、従業員同士のコミュニケーション
における情報量や質に関する課題は未だ解決されていないと認識しています。そのため、情報量と臨場
感を両立した公平・自然で快適なビジュアルコミュニケーション環境が真に求められ、生産性向上や
創造性発揮を支援する技術進化に対する期待も大きくなっています。さらに学びの場においては、
ICT機器の活用が進む国々での大画面による公平で良質な学びの実現や、開発途上国における教員・
教材・教育インフラ不足をデジタル技術の導入によって教育機会の格差緩和につなげる、といった社会
課題解決の機会があります。
一方、リモート環境構築市場の高まりにおいては、プロジェクター以外の大画面表示装置や個人端末

との競争の激化をリスクと想定し、動向を注視しています。

①リアルとリモートを組み合わせた公平・自然で快適なコミュニケーション環境の提供
②スマートかつ携行型ディスプレイによる良質な学びの機会創出と学びの格差緩和

①共創・協業案件数またはパートナー数　　【2023年度目標値】 共創・協業案件 ： 1件
②共創・協業による現地実証プログラム数　【2023年度目標値】 価値実証件数 ： 20件

KPI
（評価指標）

取り組み
テーマ

■機会とリスク

■  ハイブリッドワークの高まり・定着化（米国）

マテリアリティ ：

産業構造の革新
サステナビリティ重要テーマ ：

労働環境・教育環境の改善

■成長戦路
プロジェクターの最大の強みは、機器を容易に持ち運びでき、大画面の視聴環境をどこでも構築
できる設置自由度の高さにあります。私たちは小型・軽量・低消費電力の技術を洗練・進化させることで、
これらの強みを継続的に高め、市場競争力を維持していきます。ビジュアルコミュニケーション環境の
構築においては、４K相当の高画質と超短焦点レンズの組み合わせにより、オンライン先の人々を高精細
な映像で等身大に近いサイズで投写し、あたかも同じ空間に居るような自然で臨場感のある映像空間
を実現し、オンライン会議サービス提供者との協業や自治体との共創による実証活動等の拡充により、

市場の形成・拡大を加速していきます。
教育市場においては社会課題の大きさと共に市場のポテンシャルも大きいと考えます。教育課題の
抽出や解決に向けて、長年教育分野に携わり得てきたノウハウ・知識に加え、国際協力機構（JICA）と
の共創により活動を加速しています。プロジェクターならではの可搬性を活かした巡回授業等による学
びの支援や、無電化／電気の限られる地域での教育・保健／衛生・環境に関する啓発活動の実施等の
現地実証活動を推進し、教育や情報の格差による社会課題解決を共創で実現する事業モデルの開発
に取り組んでいます。

価値創造戦略

出典：Statistaハイブリッド リモート オンサイト
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本事例が寄与する社会課題解決
ワークスタイルの変革、市民サービスの向上、教育の質向上など

エプソンは、働き方の多様化に伴うコミュニケーションの分断化や生産性の低下という課題に
対して、プロジェクションのテクノロジーを活かした、ハイブリッドコミュニケーションによる新たな
働き方や社会の在り方を提案しています。
その提案の一環として、包括連携協定を結んでいる松本
市役所様とともに、リアルとリモートをシームレスにつなぐ、
新たなコミュニケーション体験の創出と普及を目指したハイ
ブリッドコミュニケーション環境の構築を行いました。
4K相当の高精細な映像*1を人物の等身大に近い大画面サイズで投写することで、同じ空間に居る

ような臨場感あるコミュニケーションを行うことが可能になるとともに、壁に近い位置にプロジェクター
を設置することによる自然なコミュニケーションスペースを創出しています。このコミュニケーション
環境の活用や展開により、離れた庁舎間で働く方のコミュニケーション改善に加え、市民サービスの
向上なども実現していきます。
エプソンは共創を通してハイブリッドコミュニケーションを浸透させることにより、空間・場所・時間
の制約を取り払い、多様な働き方や教育の質の向上、ライフスタイルの実現に寄与していきます。

離れた庁舎を結ぶ
ビジュアルコミュニケーション環境が構築できた

長野県で最大の面積を有する松本市は、DX・デジタル化の進展を見据え、市役所
庁舎を中心に市内３５の地域づくりセンターと情報端末の３層構造で、よりきめ細かく
質の高い行政サービスを提供する、時代に即した分散型市役所の検討を進めています。
その中で課題になるのが、離れた庁舎間における職員のコミュニケーションです。
新型コロナウイルスの影響により行政でも活用が広まったオンライン会議は、移動
時間を減らし、効率的に会議や打合せができる一方、職員へのアンケート結果
では、「話し出すタイミングが難しい」、「ついでのコミュニケーションがしづらい」と
いった印象を持たれていました。
そこで、包括連携協定を結んでいるエプソンの協力で、いつでも気楽に開始でき、
等身大で自然なコミュニケーションができる環境を構築しました。実際に体験した
職員からは「まるで目の前に居るようで話しやすい」といった感想の他、「コンパクトに
移動させやすいカート型にしてもらったおかげで、用途に応じたレイアウト変更にも
対応しやすい。」といった意見もありました。
今後ますます活用が進み、より質の高い行政サービスの提供に寄与することを
期待しています。

松本市役所 様

■KPIの達成につながるビジュアルイノベーション事例

円滑なコミュニケーションで距離を感じない
ワークスタイルそのものを変えていくハイブリッドコミュニケーション

Before　導入前

離れた庁舎への移動に時間が掛かる…
オンラインでのコミュニケーションは難しい…

庁舎間の移動時間を他の業務に割ける！
自然な会話でオンライン会議もスムーズに進行！

After　導入後

社会へのインパクト

価値創造戦略

包括連携協定に基づくパートナーシップロゴ

松本市に導入した等身大のハイブリッドコミュニケーション環境
（写真はエプソンに設置した同等環境のもの）

*1 シフト技術を採用した4K相当の解像度となります。

ハイブリッドコミュニケーション環境 使用モデル

明るく高画質で圧倒的な
臨場感を実現

壁に沿って省スペースに
設置可能

松本市役所　総合戦略局長
小西 敏章 様
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